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現実にここで問題となるのはタイプ E とタイプ皿であるが， r情報技術と組織との関係は，
あるステージでは情報技術が独立変数で組織が従属変数であるが，つぎのステージでは組織が
独立変数で情報技術が従属変数になるという具合に，両者はスパイラルな関係になってダイナ
ミックに発展していくとみられる J (p.29) と述べている。従来はタイプ E の情報技術が組織
を変革していくといった視点が強調されがちで、あるが，組織が環境適応をしようとする際に，
情報技術を道具あるいは武器にして組織化に利用するといったタイプ置も今後さまざまな形で









ータ中心の情報システム J (p.19) でADP (自動データ処理)・ 1 DP (統合データ処理〉
. M 1 S (経営情報システム〉といった指導概念が展開された時代とされている。また，第二
次情報システムとは r1970年代後半から始まったマイクロ・エレクトロニグス技術を中核とす
るコンビュータと通信との結合の段階J (p.20) を示しており， D S S (意思決定支援シス





















第 3 章 エンドユーザ部門への影響
第 4 章情報システム部門への影響
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(1977) らの議論の内容を検討している。また，第二次情報システム時代では， H.A. サイモン
(1980) , M. H. オルソンと H. C. ルーカス (1982) ， C. H. P. ベバー (1983)，中谷巌 (1984) ，


















































担当の役員 (C 1 0) が登場するに至っていることを明らかにし，情報システム部門が企業の
中で重要性を高めてきたことを示している。
しかし，今日に至るまでに情報システム部門は四つの壁に遭遇してきたとし，著者はそれを
























それに対して， 1991年 4 月から第ニ次組織改革を行い，現在の文鎮型組織へと移行した。こ
れは「情報技術が組織に従う」の例であると述べている。そしてこの「第二次組織改革が可能
であったのは，すでにデータベースと情報ネットワークによる基盤が形成されていたことに加













































































ていないことである。とくに， I組織が情報技術に従う J (タイプ II) と「情報技術が組織に
従う J (タイプ IIT) といったフレームワークが，第 5 章の第一生命(相)の改革事例の説明を
除いて，後者の分析にほとんど登場していないのが大変残念である。評者の理解からすると，
第 3 章と第 4 章では，情報技術がエンドユーザ、部門と情報システム部門の組織にどのような影
響を与えたのかの分析であることから，これは「組織が情報技術に従う J (タイプ II) の分析
であると考えられる。とすれば， I情報技術が組織に従う J (タイプ IIT) の具体的事例があま
り示されていないことになる。たとえば， S I S (戦略的情報システム〉のような事例におい
ては，タイプ置の「情報技術が組織に従う」といった具体例を示すことができなかったのだろ
うか。タイプ E とタイプ盟の違いについても，もう少し詳しい説明があれば，読者の理解を深
めることができたのではと考えられる。
こうした点で、問題はあるが，これらがこの本の価値を意味なくしているとは考えられず，読
者に情報技術と組織の関係について，多くのことを考えさせてくれる。また，各部分において
は，示唆に富む意見が書かれており，全部までも紹介できないのが残念である。
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